
事例７ ヒューレット・パッカード・エンタープライズ・カンパニー及びクレ

イ・インクの統合 

第１ 当事会社 

ヒューレット・パッカード・エンタープライズ・カンパニー（本社米国）

（以下「ＨＰＥ」という。）は，主に情報技術製品の製造販売業を営む会社

である。 

クレイ・インク（本社米国）（以下「Ｃｒａｙ」という。）は高性能計算

システム（以下「ＨＰＣ1システム」という。）の製造販売業を営む会社であ

る。 

以下，ＨＰＥと既に結合関係が形成されている企業の集団を「ＨＰＥグル

ープ」と，Ｃｒａｙと既に結合関係が形成されている企業の集団を「Ｃｒａ

ｙグループ」と，ＨＰＥグループとＣｒａｙグループを併せて「当事会社」

という。 

第２ 本件の概要及び関係法条 

本件は，ＨＰＥとＣｒａｙが，ＨＰＥが新たに設立した子会社を消滅会社，

Ｃｒａｙを存続会社として合併した後，ＨＰＥがＣｒａｙの株式に係る議決

権の全部を取得すること（以下「本件行為」という。）を計画したものであ

る。 

関係法条は，独占禁止法第１０条及び第１５条である。 

以下では，当事会社間に競合関係及び取引関係のあるＨＰＣシステム及び

ＨＰＣシステム用ストレージについて検討する。 

第３ 一定の取引分野 

商品範囲 

(1) ＨＰＣシステム 

ＨＰＣシステムとパソコンの代替性 

ＨＰＣシステムは一般的に「スーパーコンピューター」の名称で知ら

れており，高い演算処理能力を有し，膨大なデータを高速で処理できる

製品である。ＨＰＣシステムは，用途に応じてカスタマイズされること

も多く，これまでの需要者は政府機関や研究機関等に限られていたが，

最近では，ＨＰＣシステムが汎用品化して価格も低下したことから，自

動車メーカーや医薬品メーカー等が人工知能による演算やビッグデー

タの解析に使用するなど，需要者の幅が広がっている。 

1 High Performance Computing の略。 
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一方，パソコンは単一ユーザー用の汎用コンピューターシステムであ

り，演算処理能力を有している点において，ＨＰＣシステムとパソコン

は共通している。 

しかしながら，ＨＰＣシステムもパソコンも，主にデータを保存する

ハードディスクなどのストレージ，計算のためにデータを一時的に記録

するメモリ及び計算を行うＣＰＵ（中央演算処理装置）から構成される

点は同じであるものの，ＨＰＣシステムはこれらの装置をいくつも繋ぎ

合わせて高い演算処理能力を持たせたものである点がパソコンと異な

る。また，ＨＰＣシステムの価格は１０００万円以上であることが一般

的であるのに対し，パソコンの価格は数万円から数十万円程度であり，

両者の価格帯は全く異なっている。 

このため，ＨＰＣシステムとパソコンとの間には需要の代替性は認め

られない。  

加えて，ＨＰＣシステムを構成するＣＰＵやメモリなどの装置はパソ

コンに使用されるものより高性能であり，データ処理の高速化を図るた

めにこれらの装置同士の接続の仕方を工夫する必要がある。そのため，

ＨＰＣシステムはパソコンよりも，その製造に当たって非常に高度な技

術が必要とされるとともに，需要者からの要望に応じたカスタマイズに

も対応する必要がある。 

このため，ＨＰＣシステムとパソコンとの間には供給の代替性も認め

られない。 

したがって，本件行為においては「ＨＰＣシステム」について検討す

る。 

ＨＰＣシステムの汎用性の程度及び性能の違いによる代替性 

ＨＰＣシステムには，様々な用途に利用することが可能な汎用性の高

い製品のほか，需要者ごとにカスタマイズされ，特定の用途に用いられ

る汎用性の低い製品が存在し，その汎用性の程度は様々である。また，

ＨＰＣシステムの演算処理の性能も様々であり，性能が非常に高い製品

もあれば，性能がある程度抑えられた製品も存在する。ＨＰＣシステム

は汎用性の程度と性能に応じて価格が異なり，需要者は用途に見合った

仕様及び価格のＨＰＣシステムを選択していることから，汎用性の程度

及び性能が異なる製品間の需要の代替性は限定的である。 

この点，ＨＰＣシステムの製造販売業者には，汎用性の程度及び性能

の異なる製品を幅広く製造販売している事業者が存在する一方，得意と

する製品群に絞って製造販売している事業者も存在する。例えば，Ｃｒ

ａｙグループは汎用性の低い製品を得意としており，ＨＰＥグループは
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汎用性の高い製品を得意としている。しかし，ＨＰＣシステムはサーバ

ー，ストレージ等の装置で構成されているため，ＨＰＣシステムの製造

販売業者は，個々の装置の組合せを変えることでＨＰＣシステムの汎用

性の程度や性能を変更して供給することが可能であり，自社で通常製造

していない装置を組み合わせる必要がある場合にも，他社から当該装置

を調達することで対応することが可能である。実際に，Ｃｒａｙグルー

プは汎用性の低い製品を得意とするものの，他社からサーバー等の装置

を調達して汎用性の高い製品も製造販売しており，ＨＰＥグループも，

ＨＰＣシステムの汎用性の程度や性能を変更して，通常得意としない仕

様のＨＰＣシステムも製造販売している。 

このように，汎用性の程度及び性能が異なるＨＰＣシステムの製品間

の供給の代替性は認められる。 

小括 

以上のことから，本件では，「ＨＰＣシステム」を商品範囲として画

定した。 

(2) ＨＰＣシステム用ストレージ 

ＨＰＣシステム用ストレージとは，ＨＰＣシステムを構成する装置の一

つであり，データを保管・保存する機能を有するものである。 

前記(1)アのとおり，ＨＰＣシステムは，高い演算処理能力によって膨大

なデータを高速で処理するものであり，このような能力を発揮させるため，

ＨＰＣシステム用のサーバー，ストレージ，ネットワーク，アプリケーシ

ョン等の各装置自体がパソコン等の他の用途に用いられる装置よりも高

性能かつ大容量であり，さらに各装置は連動して作用するように統合して

設計される必要がある。そのため，ＨＰＣシステム用ストレージと，パソ

コン等の他の用途に用いられるストレージとの間に需要の代替性は認め

られない。 

また，ＨＰＣシステム用ストレージには高い演算処理能力によって高速

で処理された膨大なデータの保存が求められることから，同ストレージを

供給するためには，パソコン等の他の用途とは異なる高性能かつ大容量な

ストレージの製造，単体のＨＰＣシステム用ストレージ同士やサーバー等

の幾つもの他のＨＰＣシステム用の各装置との接続，需要者からの要望に

応じたカスタマイズといった高度な技術やノウハウが必要となる。したが

って，ＨＰＣシステム用ストレージとパソコン等の他の用途に用いられる

ストレージとの間には供給の代替性も認められない。 

以上のことから，本件では，「ＨＰＣシステム用ストレージ」を商品範
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囲として画定した。 

地理的範囲 

前記１で画定した各商品について，供給者は世界全体に商品を供給できる

仕組み・能力を有しており，これらの製品を国内に供給するに当たり日本特

有の障壁もなく，輸送費，関税等も低い。 

また，需要者は，世界各地の供給者から同等の価格で商品を調達すること

が可能である。 

したがって，本件では「世界全体」を地理的範囲として画定した。 

第４ 本件行為が競争に与える影響 

本件行為は，当事会社が共にＨＰＣシステムを製造販売していることから

水平型企業結合に該当する。 

また，ＣｒａｙグループがＨＰＣシステム用ストレージをＨＰＣシステム

の製造販売業者に対して販売しているため，ＨＰＣシステム用ストレージを

川上市場，ＨＰＣシステムを川下市場とする垂直型企業結合にも該当する。  

水平型企業結合及び垂直型企業結合（川下市場） 

ＨＰＣシステムの製造販売業における市場シェアは下表のとおりであり，

ＨＨＩは約１，５００，ＨＨＩ増分は約１００であることから，水平型企業

結合のセーフハーバー基準に該当する。 

また，当事会社の市場シェアは約２０％であることから，垂直型企業結合

のセーフハーバー基準に該当する。 

【平成３０年度におけるＨＰＣシステムの市場シェア】 

順位 会社名 市場シェア 

１ Ａ社 約２５％

２ ＨＰＥグループ 約２０％

３ Ｂ社 約１０％

４ Ｃ社 約１０％

５ Ｄ社 約５％

６  Ｅ社 ０－５％

７ Ｃｒａｙグループ ０－５％

 その他  約２５％

合計 １００％

合算市場シェア・順位：約２０％・第２位 
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垂直型企業結合（川上市場） 

ＨＰＣシステム用ストレージの製造販売業における市場シェアは下表の

とおりであり，Ｃｒａｙグループの市場シェアは０－５％であることから，

垂直型企業結合のセーフハーバー基準に該当する。 

【平成３０年度におけるＨＰＣシステム用ストレージ市場シェア】 

順位 会社名 市場シェア 

不明 Ｃｒａｙグループ ０－５％

第５ 結論 

本件行為により，一定の取引分野における競争を実質的に制限することと

はならないと判断した。 
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